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企業の理論

• 企業の行動の特徴

• 費用最小化と利潤最大化

• 費用関数と利潤関数

• 市場供給関数

• 長期均衡



企業の行動の特徴

経済主体 企業、家計、（政府）
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利潤

利潤＝収入ー費用

収入＝販売価格×数量

費用=∑要素価格×数量



多数の参加者→価格受容者

一人の供給者→独占（供給）

多数の需要者→価格受容者

一人の需要者→買い手独占

企業の直面する制約

•技術制約
•市場の制約

企業が直面する価格の決まり方

産出物の市場

生産要素市場
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マーケットシェアと独占力
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技術の描写（１）

技術とは、生産要素を生産物に変換する体系
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技術の描写（2）
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例 CES型生産関数
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生産関数の性質（仮定）
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規模に関する収穫

• 規模に関して、

収穫逓増、

収穫不変（一定）、

収穫逓減
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企業の行動
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規模に関する収穫と利潤最大化
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利潤最大化問題の
解が存在するためには
規模に関して収穫逓減
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費用最小化行動
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条件付要素需要関数

費用最小化問題の解
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図解

0

1

cxw
n

i

ii 


*

1

cxw
n

i

ii 


2x

1x

)(xfy 



利潤最大化行動

),(max),( ywcpywp 

一階の最適化条件

y

ywc
p






),(

産出物の価格＝限界費用



要素需要関数、供給関数
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短期・長期の費用関数

固定的な生産要素が存在する

固定的な生産要素が存在しない

短期

長期
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（短期）平均費用、限界費用

短期平均費用（AC）
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限界費用（MC)
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図解
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損益分岐点、操業停止点、供給関数

損益分岐点

利潤＝０となるような価格と生産量の組み合わせ

py-c(y)=0 よって p=c(y)/y=AC(y).

操業停止点

価格がその値を下回ると操業を継続することが困難となる価
格（操業停止価格）とその価格の下での生産量の組み合わせ

c(y)=cv(y)+F, py-cv(y)=Fよってp= cv(y)/y=AVC(y).

供給曲線

p=MC(y)の解, p>=minAVC(y)

y=0, p<minAVC(y).

Max py-c(y) の解. 一階条件はp=MC(y)だから



練習問題

• コブダグラス型技術に関して以下を導出せよ

(a) 長期の費用関数を求めよ

(b) x2=kであるとき（短期の問題）

(a) 費用関数を求めよ

(b) 利潤最大化問題を定式化し，利潤関数を求めよ
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